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注文データ 

送信 （EDI)

1

注文書送付

2

受注入力オペ

3

価格表を確認

4

与信限度額を

確認

5

商品在庫を 

確認

6

注文請書を 

出力

7

承認

8

注文請書の 

送付

9

注文請書受理

10

保管

11

販売管理 

システム

12

販売管理 

システム

13

与信管理 

システム

14

在庫購買管理 

システム

15

販売管理 

システム

16

販売管理 

システム

17

注文書
受注一覧

注文書

注文書
受注一覧
得意先元帳

注文書
受注一覧

注文請書
注文書

注文書
注文請書
受注一覧

注文請書注文請書 注文書
受注一覧

注文書（FAX）

【作業】

1.取引先より「注文書」がEDIで送付される。(その他F

AX、電話の場合がある)

2.取引先より「注文書」がEDIで送付される。(その他F

AX、電話の場合がある)

3.「注文書」に基づき販売管理システムに、取引先コー

ド、品目コード等を入力する。(EDIの場合はデータ)

受注データから「受注一覧」を出力する。

4.販売管理システムの価格表の商品単価と「注文書」の

商品単価が一致していることを確認する。

5.与信管理システムにて、取引先毎の与信限度額が設定

されており、与信限度額を超過した受注入力をするとエ

ラーにより入力ができない。与信限度マスタの改定につ

いては、与信管理部門が管轄をしている。

6.「注文書」に記載されている、品目、数量を確認して

画面上にて在庫の確認行う。在庫が無い場合には、商品

部門に問合せを行う。

7.販売管理システムより「注文請書」を出力する。

8.責任者は「受注請書」と「注文一覧」、「注文書」の

商品名・数量・単価・合計金額を照合して承認を行う。

9.「注文請書」を取引先に送付する。

10.取引先が「注文請書」を受理する。

11.「注文書」と承認後の「受注一覧」については、一

対でファイリング保管を行う。

12.販売管理システムに取引先コード、品目コードなど

のデータが登録される。（EDIの場合は受信）

13.販売管理システムの価格表マスタの商品単価が表示

される。

14.与信管理システムにて、取引先毎の与信限度額が設

定されており、与信限度額を超過した受注入力をすると

エラーメッセージが出力される。その際、受注入力はで

きない。

15.注文書に記載されている品目を在庫購買管理システ

ムに入力すると、引き当て在庫分を引いた在庫量が表示

される。

16.販売管理システムに入力した取引先コード、品目コ

ード、数量と同じデータで「注文請書」が作成される。

17.販売管理システムに登録された注文書内容が表示さ

れる。
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